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 研究要旨 
脳腫瘍および近隣臓器腫瘍に対する放射線治療後に生じた症候性脳
放射線壊死のPETを用いた新規診断法および抗VEGF抗体であるベバ
シズマブの治療の有効性と安全性を検証する多施設間共同研究を大
阪医科大学が主導で行った。 

 

   
Ａ．研究目的 
脳腫瘍および近隣臓器腫瘍に対する放

射線治療後に生じた症候性脳放射線壊死
のPETによる診断およびベバシズマブを用
いた治療の有効性と安全性を検証する。 
 
Ｂ．研究方法 
大阪医科大学をはじめ計16施設にて他

施設共同臨床試験を行う。同一のプロトコ
ルにて計40症例の診断、治療を行い、デー
タを集積する。 
 
（倫理面への配慮） 
大阪医科大学附属病院倫理委員会にて

承認されたプロトコルを厚生労働省で承
認を得た。承認を得た説明同意書を用いて
口頭および文書にて患者に十分な説明を
行った上で、同意いただいた場合に臨床研
究に参加いただいた。 
 
Ｃ．研究結果 
 当院から登録した8例目の症例報告書を
提出し、Sourse Data Verificationを行っ
た。 
 
Ｄ．考察 
 自験例において、高率に治療の奏功例を
認めた。データセンターの最終解析におい
ても良好な奏効率が報告された。 
 
Ｅ．結論 
 今後の本データを論文化し、薬事承認の
取得について企業側と相談していく予定
である。 
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